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1.生活科学の誕生
今日は生活科学というものが,日本でどのように,ど
んなところで論議されたり提案されたりしたかというこ
とと,その生活科学の特徴,(これは前の住田先生の授
業でもかなり詳しくされているのであまりダブルことは
ないようにしたいと思いますが,)について話をしたい
と思います｡また生活科学は生活のあり方を考える必要
がありますので,少しその面に突っ込んで話をしたいと
思っています｡
まずはじめに生活科学という学問がどういう人によっ
て,いっ頃からどのように言われてきたかということを,
振り返ってみます｡図を見てください｡
戦前といいますと,1945年に終戦ですからその前,日本
生活科学会というのがあります｡(注)1941年にできてい
ますが,その創立総会は1941年12月13日に開かれていま
す｡どんな日かと申しますと,41年12月8日が太平洋戦
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争の開戦の日ですからその5日後です｡そういうときに
この学会は設立されたのです｡どういう目的で設立され
た学会かと言いますと,戦時体制の中に国民を動員する
ために生活をどうするか,どこまで切り詰められるかと
いうことを,いろいろな分野の先生を集めてやりだした
学会なのです｡この学会の会長は陸軍大佐でありまして,
小泉親彦さんという人ですが,戦争に負けた後 割腹自
殺をしました｡そういう戦時体制のすさまじい中で生ま
れた学会です｡当時の非常に蒼々たるメンバーがこの学
会に入って分科会を作ってやっております｡束京大学の
先生なんかがたくさん入っておられますけれども,分野
はほとんどの専門分野,医学 ･農学 ･法学 ･経済,もち
ろん工学系も入っております｡戦時体制下の国民の生活
をどのようにするか,標準生活の研究といってますが,
例えば住居で言いますと標準住居というものはどんなも
のかとか,そういうテーマになっているのです｡この学
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図 1 生活科学論の系譜
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会は終戦前に解散してしまいますが,生活科学を一番最
初に名乗った学会がこういうものだったというのは,な
んといいますか,生活というものを考える上で,心にと
めておくべき大事なことかと思います｡図に大阪市立生
活科学研究所というのがあります｡戦前の大阪に生活科
学研究所というのが,市立で,大阪市が作った研究所と
してあったということは,これは大阪市立大学,あるい
は大阪という都市を考えていく上で非常に大きな意味を
持っていると思うのです｡この研究所は現在,環境科学
研究所というかたちで引き継がれております｡また,市
立大学の生活科学部を作りますときに,この生活科学研
究所から何人かの先生方がこられて初代の教授になられ
ております｡大阪にこういう研究所があったというのは,
大阪というところが当時日本の大都市の中で,都市性が
一番あったといいますか,都市の生活問題が一番,環境
問題も含めていろいろと存在し,そういう中で生活に結
びついた現実的な問題を研究する必要があったというこ
とだろうと思います｡.
2.家政学部の発足
戦後期になってまいりますと,家政学会が1949年に
発足しております｡それともうひとつは全国のいろいろ
な大学に家政学部が作られていきます｡図に大きな大学
の動きを描いております｡日本女子大学それからお茶の
水女子大学 ･奈良女子大学,つづいて大阪市立大学,そ
れからちょっと遅れて発足しますが京都府立大学という
ふうに生活系の学部の発足とその変化が見られます｡そ
ういう形で家政学部がつくられていきます｡(家政学の
ことは後でちょっとお話します｡)それからちょっと特
異なのは,東北大学の農学部に生活科学科というのが作
られます｡これは生活科学という名前がつきました戦後
では一番最初のものですが,農村の生活改善ということ
が大きなテーマだったわけです｡戦後,生活の側面で農
村が遅れていた｡合理的な科学的な生活の仕方を農村に
広めていく必要がある｡そういう課題に答えるために生
活科学科を設けて農村の生活改善の方向を切り開いてい
こう,そういう意図があって作られるのですが,しかし
数年で閉鎖されていきます｡この東北大学農学部の生活
科学科で中心になっておられたのが佐々木嘉彦という先
生です｡この先生はその後東北大学の工学部の建築のほ
うに移られます｡実は私はそこで佐々木先生から生活科
学の講義を受けます｡すぼらしい講義でした｡いっぺん
に生活科学にひきつけられました｡さて,この佐々木先
生は実は今和次郎という方の弟子なのです｡今和次郎と
いう先生は早稲田大学の現在工学部の建築学科になって
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いるところの教授です｡服装史,民家研究とかいろいろ
幅広い研究をされています｡被服についてもいくつかの
論文を書いておられます｡私が今昔てるような背広とネ
クタイというのはよろしくないユニフォームだというの
で,いつもジャンパーを着ておられた｡｢ジャンパーを
着て四十年｣という本を書いておられます｡ある時,皇
族のかたがこの先生の書かれた本を読まれて,ぜひ話を
聞きたいといって別邸に呼ばれて話を聞かれるのです｡
その時にジャンパーでもいいかと言って,ネクタイをし
めて行かねばならないのだったら,ワシはいやだと言っ
たら皇族の方ではそのままでもいいと言うんで,宵様に
ジャンパー姿で講義をされたという,なかなか骨のある
先生なのです｡ここの生活科学部を作るとき,現在は居
住環境学科になってますが,そこの初代の先生には今先
生の弟子が入っておられて,今先生の教えの流れがある
のです｡今先生に ｢住生活｣と言う論文があります｡タ
イ トルは,住生活となっていますけれども,生活全般
について深く洞察されています｡生活について論を展開
されているものでありまして,みなさん方読まれると良
いと思います｡今和次郎という方は､実は柳田国男の弟
子でありまして､柳田国男というのはみなさんご存知で
しょうが,日本の民俗学を作られた方です｡ただ民俗学
に対して今先生は考現学という,現在の生活の実態を調
査して考えてt､くのが大事だとして,考現学というのを
提唱されました｡柳田国男という人は,日本の常民とい
われたりもしますが､民衆の生活の奥深いところを研究
されているわけで,明らかに日本人庶民の生活に関する
学問の含みを持っているわけです｡ですから,生活の研
究ということで言いますと,基礎教養として柳田国男を
読まれると良いと思います｡柳田国男の全集があります｡
例えば｢明治大正史世相篇｣を読まれますと,住居系の
ほうで言いますと例えばどうやって床の間ができたのか
とか,床の間はどうやって一段上がっているのかとか,
そういうことが教えられる論文であります｡日本人の生
活の奥深いところを知っておくのには勉強になるのでは
ないかと思います｡こういう流れから日本生活学会とい
うのが作られます｡初代の会長に今先生がなられますが,
これが戦後作られた生活という名前のつく学会の初めに
なるわけです｡1972年あたりから日本人の生活のいろい
ろな局面について気になってくる時代だと思います｡し
たがって日本生活学会というのが生まれたり,この大阪
市立大学が生活科学部というふうに名前を変えたという
ことがあります｡名称変更は1975年です｡生活というも
のに目を向けて研究しているような人たちが,日本人の
生活というものを見直してみる必要があるぞ,どうもお
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かしいぞということを気づき出すのがこの70年代に入っ
てだと思います｡それは1960年あたりから始まります高
度経済成長というものが日本人のそれまでの生活リズム
なりスタイルを大きく変えていく,そういう流れの中で
どうも日本人の生活というものをもう一回見直して見な
ければいけないぞと考え出す時代だと思います｡
3.大阪市大生活科学部のこと
大阪市大のことを話しておきますと,生活科学部とい
う名称は実は日本の大学で大阪市立大学が一番最初に使
いました｡これは1975年です｡その後この生活という名
のついた学部が増えていきます｡大阪市立大学は,学部
創設時家政学部という名称で出発し,1975年に生活科学
部に名称変更します｡創設当初も,家政学部ではなく生
活学部ないしは生活科学部にしようとしたのですが事情
があって家政学部になりました｡75年にドクターコース
を日本ではじめてここの学部に作るんですが,そのとき
に名称も変更して生活科学部という名前にしました｡
そのように生活科学という名前が増えてきます｡今､全
国の大学で,日本女子大学は未だに家政学部ですが,莱
良女子大学も,お茶の水女子大学もそれからそれ以外の
たくさんの大学が家政学というところから生活科学とか
生活という言葉を含んだ名称に変わってきています｡こ
のようになるのは充分理由があります｡学問の発展の方
向として,家政学というのは,家の生活をどのようにう
まくコントロールしていくか,マネージメントしていく
かということを基本的に考える学問です｡ところで,私
たちの今の生活を考えますと,家庭の中だけではなくて,
食事にしても子育てにしても外部に広がっているし,そ
れだけではなくて,我々の生活を考えるときに家庭の
中だけで改善をするというのは限界があるということが
はっきりします｡ですから,家庭の生活というだけでは
なくて,もっと広く生活をどういうふうにしていくかと
いうことを考えなければいけない｡そうしますと家政と
いう名称ではなくて,当然生活科学,生活学という発想
をしていかなくてはいけないわけです｡
家政学会というのがあります｡まだ家政学という名前
を使っています｡ところが,家政学会での研究を見ます
と,内容的には家庭生活だけではなくて,広く生活をと
らえようというものがでてきている｡ 研究はそういう方
向になってきているのですが,名称が改まらないでいま
す｡名称が変わらないことは研究にも影響します｡例え
ば,今年の6月1日に家政学会のシンポジュームがあり
まして,そこで ｢家政学の新たな展開を求めて｣という
基調報告と議論がされているのですが,ここで,｢家庭
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生活,それから家族に関するいろいろな問題の解決｣と
テーマがなっていて,｢そういう中で家政学が充分な役
割を果たしたのだろうか｣,という問題設定で議論がさ
れております｡ですから基調講演でも ｢家庭生活を研究
する新しい家政学というものが必要だ｣と結んでおられ
るわけです｡どうしても家政学という名称の中での研究
になりますと,家庭生活というところで解決できること
を求めていこう,探っていこう,というところにシフト
していきます｡やはり学問の内容というのは名称に規制
されるところが出てくるのではないかと思います｡家政
学会は家政学の定義を,｢家庭生活を中心にした問題を
解決する実践的総合科学だ｣と定義しているのですが,
この ｢家庭生活を中心にした｣という点をどのように考
えるのかということが一つの論点かと思います｡家政学
会の名称を変えるということについて関西支部で議論に
なっていますが,なかなか抵抗が多い状態です｡
4.生活科学の特徴
つぎに生活科学の特徴というところをお話したいと思
います｡-一昨年の講演で住田昌二先生は,生活科学の特
徴は問題解決学であると言っておられます｡例えば物理
学とか生物学のように知的興味で学問の体系が作られて
いくのではなくて,日常生活上の諸問題を解決する目的
で研究が進められている｡そういう特徴をこの生活科学
というのがもっているということです｡この点について
は批判もあります｡生活学会というのを先ほど紹介しま
したが,生活学会の川添萱さんが問題解決学は解決する
方向,目的をもつことになるが,目的というふうを言う
と,誰がその目的を決めるのかということが問題になる｡
例えば時の政府とか大きな権力にその目的が決められて
しまって,学問がねじまげられ,歪められるところが出
てくる可能性があるから,そういう目的を決める,方向
を取るというのはよくないと言われていました｡私はこ
れはちょっと違うように思います｡生活学会もよくみま
すと,やはり目的をもって研究されているように思いま
す｡日本人の生活の仕方 ･規範 ･生活様式そういうもの
が崩れてきている｡したがってそれを再構成するために
この学会を出発させると言っておられて,やはり目的を
もっているように思うのです｡学会の目的と個々の研究
の目的という場合とでは違うのだといわれるかもしれま
せんが,その点についても目的をもつと研究がゆがむと
いうのは,それは学問の評価,研究の評価をどういう立
場で行っているかをも含めながらしていかないからでは
ないか,と思うのです｡
さて,生活学の具体的展開についてお話しします｡あ
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る事例ですが,生活学とはどんなものかを紹介されて
いる講義録があるのです｡これを書かれた先生は,いろ
いろ本を書かれている方で,私も感動して読ませていた
だいたものもあります｡その先生がある講義で生活学に
ついて話しておられて,その中でウイスキーの飲み方の
変わり方について述べられている｡ ウイスキーの飲み方
というのは,私が20代ぐらいのときはウイスキーという
のはストレートで飲んだんです｡その次にはオンザロッ
クといって,氷をいれてウイスキーを冷やして飲んだ｡
ちょっとしゃれた飲み方では炭酸で割って,ハイボール
という飲み方をした｡このごろはみんな水割りといって
水で割って飲むでしょう｡ そういう風にウイスキーの飲
み方と言うのは,一番始めはストレートで飲んで,オン
ザロックになって,今は水割りを飲んでいる｡ こういう
ことを明らかにするのはすばらしい生活研究だといって
おられるのです｡これはどうでしょうか｡ウイスキーの
飲み方をいろいろ研究してみてどういう風に生活に役立
つかな,と思います｡似たような例はいくつかあります｡
｢生活様式学入門｣という本があります｡その本の中で
電車の吊り輪をどう持つか,それから電車の中で傘をど
ういうふうに持っているか,膝のまんなかに立てて持つ
持ち方とか,一番端のてすりのところにそれを置くとか｡
また,喫茶店でストローの紙をどういうふうに処理する
か,町を歩くときに脱いだセーターをどうやって持つか
とか,そういうのをいろいろ調査してコメントしている
のです｡いくつかのサンプルで調査をして何パーセント
はどんな持ち方だとか集計しています｡そういう生活研
究はおもしろおかしいかもしれないけれども,何のため
にするのかということを考えると,学問ではないような
気がするのです｡この ｢生活様式学入門｣は少しふざけ
たところがあるのですが,ウイスキーの飲み方云々とい
うのも似たように思います｡例えばウイスキーの飲み方
でも,日本人が普段,物を飲んだり食べたりするときの
全般的な変化の方向を調べて,そういうものがどういう
ふうに変わってきているかということになると,少しは
見るべきものがあるかなと思います｡例えば人間は楽を
しようというように行動します｡つらいことを避けよう
とする傾向があります｡だから,串に好んで乗ったり,
食べ物で言うとたくさん噛んだりするのはしんどいから
できるだけ柔らかいものを食べようとか,噛むものを少
なくしようとか,調理して堅いものを柔らかめに調理し
て食べようとか,楽をしよう楽をしようとします｡だか
らウイスキーをストレートで飲むときついので,飲みや
すいように氷や水を入れるということになる｡ そういう
食べ方 ･飲み方を全体の中で考察していくような,そう
いう中の一つとしてウイスキーの飲み方の変遷というこ
とであれば,あるいは学問として聞くべきことがあるか
なというふうに思います｡生活科学というのは,やはり
大事なことは日常の生活上に現れている非常に大切な問
題をどういうふうに解決していったらいいかということ
に傾斜していく,そういう研究を求めることになるので
はないかと思います｡さて,そうしますとそれぞれの分
野で,例えば食の分野であるいは居住の分野で福祉の分
野で,それぞれの分野で課題を追究するための研究とい
うのが進んでいきますが,生活科学というのはそれとと
もに全体的な生活のあり方,例えば日本人の生活のあり
方というものを考えていく,それぞれの専門分野を深め
るとともに,そのことを同時に考えるということが大事
なのではないかと思います｡そこに特徴があると思いま
す｡ですからみなさんはそれぞれの分野で深められた研
究をされていると思うのですが,それと共に総括的でい
いと思うのですが,日本人の暮らし全般についてどうあ
るべきなのか,どういうところに問題があるのか,そう
いうことを浅く広くでいいから常に興味を持って,関連
した論文を読んだり,人の話を聞いたり,自分でそのこ
とについて考えたり,そういうことをしてほしいと思い
ます｡そこに生活科学の大事さがあると思うのです｡そ
してみなさん方が卒業され社会に出られて,それぞれの
専門の分野でいろんな仕事をします｡その時に生活全般
のあり方といろいろな仕事を結びつけるということを常
に頭の中に置いて考えていただきたい｡それは生活科学
を学んできたものが専門家として社会で活躍するときの
大事なことだと思うのです｡
ついでそれでは生活全般を考えるということはどうい
うことなのかということ,生活のあり方,生活様式をめ
ぐって少しお話を進めていきます｡
5.生活様式について
今私たちが日本人の生活様式,生活のあり方という
ものを考える時に,一番大きな問題といえるのが環境問
題だと思うのです｡環境問題を例にとって生活のあり方
を考えていきたいと思います｡いろいろな人たちがこの
環境問題をめぐって日本人の生活のあり方,あるいは日
本人だけでなくて世界のいわゆる先進国といわれている
国々の生活のあり方,これから21世紀を生きていく人間
の暮らしのあり方というのはどうあるべきかということ
を発言なさっております｡そういうものを参考にして少
し考えてみたいと思います｡現在の日本人の生活様式の
問題は,大量生産･大量消費の生活様式にあるというこ
とが指摘されております｡この認識はどうも一般的なも
(4)
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のになってきていると思うのです｡例えば今年環境庁が
出しました ｢循環型社会自書｣というものがあります｡
政府の出版物ですが,その中でも日本人の現在の生活の
仕方というものは大量生産･大量消費,そしてさらに大
量廃棄という,この3つの生活パターンをしているとい
うことを指摘しております｡これらが問題だということ
は日本人の共通の認識になってきていると思うのです｡
要するにたくさん物を作ってそしてそれをたくさん消費
して,ごみをたくさん出してエネルギーをものすごく使
うというそういう生活をしてきている｡ そのことが大き
な問題なのではないか,それを考え直さなければいけな
いのではないかという理解が共通にして生まれてきてい
るということです｡この大量生産･大量消費の生活様式
の問題というのは,いつ頃から言われだしたかというの
を振り返ってみますと,私自身が読みましたのは1966年,
60年代の半ばですね｡高度成長が1960年から始まります
が,その中頃にこのことを指摘した論文があるわけです｡
その論文は ｢生活革新のビジョン｣という論文です｡年
表を見ていただきますと,この下から2つ目のところに
西山卯三と書いてあります｡実は私は大学院ではこの西
山卯三先生に指導を受けているのですが,この先生が｢展
望｣という雑誌に書かれた論文です｡私はこの論文か
ら新鮮な想いを受けました｡この論文は大量生産 ･大量
消費ということを指摘しながら論を展開しています｡大
量生産 ･大量消費というのは,今は多くの人が言ってい
るのですが,当時としてはなんとなく気になっているこ
とを指摘されたという気がしているわけです｡高度経済
成長によって我々の生活の中にいろいろな生活器機類が
入ってきます｡電気冷蔵庫だとかテレビだとか,洗濯機,
その他です｡そんなものがどんどん家庭の中に入ってき
て,そしてそれらの物を長く使っていくのではなくて,
つぎつぎと捨てていってしまうようなことが始まりかけ
た時代です｡家の中でのそれまでのしきたりだとか暮ら
し方とか,そういうものを混乱させてきている｡ 暮らし
の秩序の破壊,それが本当に生活革新なんだろうかとい
うことをこの論文は言っています｡今までに比べると確
かに便利になっていく,けれども一方で何か忘れている
ものがあるのではないか,それが本当の生活革新なのか,
もっとしっかりと我々の生活のあり方というものを考え
なくてはいけないのではないかということを言い,物を
大切にしないというのはどうもおかしいぞということを
指摘されております｡論文の中で特にモータリゼーショ
ンの問題も取り上げておられます｡西山先生は私は,辛
の問題,車の限界を日本で一番最初に指摘した方だと思
うのですが,しかしこの時に西山先生の論文はその大量
(5)
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生産･大量消費の問題と環境の問題･資源の問題というも
のを結びつけて指摘されておりません｡すなわちその何
かおかしいこと,物を大切にしない傾向があって,また
どんどんと我々の周りに物が溢れるようになってくると
いうのがどうもおかしいぞと｡ そして生活リズムが壊れ
ていくのが本当に生活革新なんだろうかといいながらそ
れがなぜいけないのか,その決定的な問題点の指摘には
なっていないのです｡それをなぜ改めていかねばいけな
いかという点については,論理としてはきちっと整理さ
れていないのです｡まだ環境の問題･資源の問題という
のはそれほど大きな問題として意識されていないわけで
す｡というのは,ローマクラブの ｢成長の限界｣が書か
れたのが1972年です｡たくさんの物やエネルギーを使っ
ていく生活は,やがて壁に行き当たるだろう,そういう
生活はいつまでも続けられないということをきちんとし
た形で示されたのがこのミドゥズらが書いた ｢成長の限
界｣という報告書です｡この本が出る前にもそういうこ
とに気づく学者の人たちはいましたけれども,大量生産
･大量消費の生活の様式とこれとは結び付けて問題にす
るようなところまではいっていませんでした｡
私自身のことで言いますと地球規模で環境汚染が問題
だというのを知りましたのは,南極のペンギンがPCB
に汚染されているというニュースを聞いたときです｡
1970年代だと思うのですが,確かな年はわかりません｡
PCB (ポリ塩化ビフェニール)は自然界には存在しま
せん｡人間が作り出した安定性の強い物質です｡印刷イ
ンキや電気器具類の絶縁油などに使うためにつくり出し
たもので,米ぬか油に混入したものを食べて発生したカ
ネミ油症事件が68年にありました｡捨てられた廃棄物の
中のPCBが川の水に溶け,海に入り,そして南極にま
でいってペンギンの体内に蓄積されていたということで
す｡遠く南極の海まで汚染が進んでいたわけなのですが,
私がこのニュースを聞いたときには,地球全体の汚染
が大問題になるのはずっと後のこと,私が死んでしまっ
た何十年何百牛も先のことのように漠然と感じていまし
た｡まったく科学的な認識ができていなかったわけです｡
意外に早く地球規模の環境問題が出てきたというふうに
思いました｡
このような経験があって70年代後半から80年代にかけ
て生活のあり方というのをいろいろな人たちが問題にし
てまいりました｡例えば山本育代さんが｢暮らしの論理｣
というのを書かれて, ドメス出版から出ておりますけれ
ども,これは70年代だと思います｡それからこれは西山
先生の弟子で私の先輩になりますが,京都府立大学の吉
野正治先生が84年だったと思いますが,｢あたらしいゆ
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たかさ｣(連合出版)という本をかかれています｡それ
から80年代もかなり後になりますが,嘩峻淑子さんの｢豊
かさとは何か｣がでます｡あるいは家政学会の ｢日本人
の生活｣があります｡それから,年表の中に書きました●
ように,｢住居学ノー ト｣が1977年に出ます｡これは住●●
居学となっていますが,副題に ｢新しい生活科学のため
に｣とあり,住居学のほうのアプローチから始まっては
いるのですが,生活科学全般を論じています｡このよう
に70年代後半から80年代にかけまして,生活のあり方を
見直してみよう,日本人の生活をどういうふうに考えて
いくべきだろうか,生活の本当の豊かさというのは家に
物がたくさん溢れていることだろうか,エネルギーをた
くさん使っていかないと豊かさはやってこないのだろう
か,そうではなくて多くのエネルギーを使わなくても豊
かさは得られるのではないか,そういうようないろいろ
な議論がでてまいります｡みなさん方も探していただけ
ればいろいろ面白いものがあると思うのです｡中野孝次
さんの ｢清貧の思想｣｡これは日本人の暮らしに対する,
あるいは人生に対する考え方として紹介されています｡
清貧の思想を実践するのはきついかもしれませんが｡そ
れ以外に ｢スローライフでいこう｣(早川書房)という
本があります｡エクナット･イーシュワランという人が
かかれたものです｡この方はインドの人で,ずっとアメ
リカに渡って,いろいろ暮らしのあり方を若い人たちに
説いてこられた人です｡この頃スローライフというのが
流行ってきております｡時間をかけるだけではなくて,
生活のあり方そのものをいろいろな局面から見直してみ
ようじゃないかという考え方です｡
6.環境問題と生活のあり方
さてもう一度環境問題に戻りたいと思います｡資料と
してお手元に配りましたのは ｢暮らしの手帖｣からとっ
たものです｡(資料省略)暮らしの手帖という雑誌はあ
まりみなさん知らないかもしれません｡みなさん方のお
母さんが知っておられると思います｡私は日本の三大雑
誌のひとつだと思っています｡日本の代表的雑誌を3つ
挙げろと言われたら,その一つとしてこの暮らしの手帖
を挙げたいと思いますが｡これを資料として配りました
のは,今の環境問題というものはどういう問題で,我々
としてどうしなければなれないか,非常にわかりやすく
かかれているからです｡また,私はだいたい的を得た言
い方していると思います｡まずごみの排出量の問題,や
はりごみを出さないようにしていかないといけないと
言っています｡そうだと思います｡それから,2枚目は
増えている自動車の走行距離の問題,もう串に乗らない
(6)
ようにする,車の利用を控える,これしかないとそうい
うふうに結論を書いています｡そうだと思います｡それ
から酸性雨のこと,日本ではあまり酸性雨のことは言わ
れていないのですが大きな問題です｡それからオゾン層
のこと,要するにこれはフロン類によってオゾン層が破
壊されているのですが,これも大きな問題です｡地球が
できて40何億年経つそうですが,海で生物が発生して,
その生物が陸地に上がれたというのはこのオゾン層が
あったからなのです｡オゾン層というのを地球の周りに
10キロぐらい上のほうにあるのです｡太陽光線の中の有
害なものがそのオゾン層で吸収されて地球の表面に届い
てくるので,生物は陸にあがることができた｡これは10
億年程前の話ですけれども,これを人間がつぶしている
わけです｡これはえちいことをしているわけです｡フロ
ン類というのはなかなか減っていっていないので,南極
のオゾン層が破壊されオゾンホールが広がってきている
ことを述べています｡それから温暖化,C02の排出の
問題,それはみなさん方も存じておられると思いますが,
このC02を減らすために京都会議というものが持たれ
て,議定書の話が出てきております｡日本はやっと踏み
出しましたけれども,アメリカはなかなか応じてくれま
せん｡それからダイオキシンの問題やビンやカンのリサ
イクルの事がかかれています｡ペットボトルがものすご
く普及しました｡
これは本当に便利でお茶がすぐどこでも飲めるように
なりました｡それと共に日本人のお茶の飲み方が変わっ
てきています｡ラッパ飲みというとみなさん知らない
かもしれませんが,ビンにそのまま口をつけて飲むのみ
方,ラッパ飲みというのですが,そんなことをしたら親
に怒られたものです｡やはり物を飲むというとき,物を
食べるという時には作法というものがあります｡その根
拠は,一つは着物を汚したりという粗相をしないという
ことです｡それと立ち居振る舞いが美しくなくてはいけ
ない｡また礼儀作法というのは他人に迷惑をかけないと
いうことがあるのです｡このように今環境問題がどうい
うふうになってきていて,そして我々がどうしなくては
いけないか,さらっと書いていて読みやすいから,資料
としてお渡しした訳です｡
環境問題と生活のあり方ということでもう少し考えて
みたいと思います｡私は住居の専門ですので,住居のこ
とで少しお話をします｡資料の3枚目を見ていただきま
すと,住宅平均寿命概算各国比較というのがあります｡
これは何を言おうとしているのかといいますと,日本の
住宅は非常に短い寿命でスクラップされてしまっている
ということです｡この資料の住宅の平均寿命の出し方と
梶浦 :生活科学が目指すもの
いうのは非常に荒っぽいやり方ですけれども,その国に
あるすべての住宅の数を,その国が年間に作り出す住宅
の数で割った数字を出しているのです｡その数字はどう
いう意味をもっているのかというと,その年に作られる
住宅の数が継続していくとして,何年間で今ある全ての
住宅を作れるかということを示しています｡だから今日
本にある住宅が何年で全部建て替えることができるかを
示しているのです｡そういうことでいうと,日本は30年
で全部住宅を作り変えることができる｡イギリスなんか
は140年です｡一種の住宅の寿命とみるわけです｡要す
るにあまり新しく建てるということではなくて,アメリ
カなどもそうなのですが,古い建物をまず修繕をしたり
して,いろいろ手を加えて長く使っているわけなのです｡
日本の住宅は昔はそれほど短命ではなかったのではない
かと思いますが,最近の日本では大変短い年数で建て替
えられております｡約30年です｡ということは30年より
も短く建て替えられるものが半分くらいあるということ
です｡住宅が潰されると家財道具とかもいっしょに潰さ
れていくようなことがあって,資源という面で言います
と非常に大きな問題です｡どうやって日本の建物や住宅
の寿命を長くするかということは,今,大きな課題になっ
ていて,建築学会の会長も声明を出しまして,100年く
らいもつようにするのだということを言っています｡し
かしこれは日本のハウジングのシステム全体,生産シス
テム全体がかわっていて,改めていくのに大変なことだ
と思います｡
7.デンマークの取り組み
住居の分野のことを少しお話しましたけれども,もう
ひとつ今日は,デンマークの試みということをお話した
いと思います｡私はこの頃デンマ-クに興味を持ってい
アメリカ
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て勉強しているんですけれど,デンマークというのは非
常にすぼらしい国だと思います｡デンマークは,面積が
九州くらいです｡で,人口が北海道くらい｡だから小さ
い国です｡周りにはいろいろな国が陸続きである｡ 日本
のような海に囲まれた国より,緊張のある国だと思うの
です｡この国がすごいと思うのは,環境問題への取り組
みです｡デンマークは70年代の初め,オイルショックが
あったときにエネルギーの8割ぐらいを石油に頼ってい
て,石油産油国から買っていたわけです｡エネルギーと
いうのは国の経済の中心的なことですので,そのネック
をつかまれているようなものだということに気がつき,
反省をします｡オイルショックの後,エネルギーをとに
かく自分の国で何とか賄うようにしようという方針を立
て,大変な努力をします｡現在それから約20年近くかけ
て努力をし,エネルギーの自国内生産を100%を越すよ
うにしました｡要するに,他の国に売れるくらいのエネ
ルギーを自分のところで生産するようになります｡どう
いうふうに変えていったかと言いますと,1つは幸運な
ことに自分の領土の一部から石油が発掘されたというこ
とがあるのですが,しかし,その石油に頼っているのは
半分以下でありまして,8割くらい頼っていたものを半
分以下にしているのです｡他にどんなエネルギーに頼っ
ているかといいますと,バイオガスです｡家畜の糞尿
とか,家庭から出るごみですとか,そういう有機の廃棄
物から発電をしていくことをしております｡ベルギーと
か隣のオランダとかフランスとかそういう国から生ごみ
を買っているといいます｡それから,風車で風力発電を
している｡ 風力発電は全体の12%ぐらいです｡将来風力
発電を全エネルギーの50%ぐらいにまで持っていきたい
と言っています｡また,スチール缶とかアルミ缶はもう
ほとんど使わないようにして,たとえば,ビールでした
らビ-ル瓶をリデュースする形でやっている｡原子力発
電は1985年に全部やめております｡こういうことをよく
思い切ってやるものだと思うのですが,以上述べたよう
なことを実行しています｡デンマークのそういうエネル
ギーを中心とした,国民の生活の仕方の変化を紹介した
本に ｢エネルギーと私たちの社会｣(新評論社)という
のが出ています｡この本は実は1980年に原書は書かれて
います｡ベストセラーとなってデンマークでよく読まれ
ました｡そして国民がこの内容に同意して,デンマーク
のエネルギー政策を変えていこうという住民世論の高ま
りが出てくるのです｡この本の中には,これからのデン
マークの社会のあり方として,高エネルギー社会と低エ
ネルギー社会という二つの選択肢を用意して,高エネル
ギーでいくと,どういうふうにエネルギーを使い,生活
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はどうなるか,低エネルギーでいくとすると,われわれ
の生活の豊かさを今とは違う形で得ることを考えねばな
らないが,それにはどういう方法があるか,ということ
をいろいろな局面で考察しています｡そして,高エネル
ギー社会か低エネルギー社会かを国民の議論にかけるわ
けです｡国民の取り組み,政府の取り組みを通して20年
後にここで定義したことがどうなっているのかを点検し
て,良かったこと,悪かったことを述べています｡それ
で,高エネルギー社会のほうに放っておいたら向かおう
とするのをいろいろと努力した結果,20年後の総括とし
て,低エネルギー社会の方をそのまま選択できなかった
が,しかし,高エネルギー社会そのものが進んだわけで
はない｡だから,その中間的なところを現在進行してい
る｡いろいろな努力の結果こうなっていて,特に,20年
間の中で大きく成果を上げたのは,暖房とか冷房のあり
方なのです｡けれども車とか住宅といった部分ではあま
り大きな成果あげていないと,この本は最後の章でいっ
ております｡政府にも責任があります｡自動車をもっと
減らすようなことをしなければいけないけれども,政府
の取り組みは十分ではなかった｡もっと串を増やさない
と経済が発展しない,こういう議論になっていた｡住宅
もあんまり大きくしていくのではなくて,これからは家
族人数も少なくなるのだから小さいものにして,そして
熱効率の良いものに変えていく必要があると提起してい
るんですが,そういう方向には若干進んではいるのです
が,全面的な成功にはなっていない｡だから,全部が成
功しているのではない｡しかし,日本だったら高エネル
ギー社会の方へまっしぐらに進んでいる感じですが,そ
れをこういった形態ですこしづつでも目指す方向に進め
ているというのは,私は非常にすぼらしいなと思います｡
生活の仕方を変えるという取り組みを全体としてやるの
はなかなか大変なことだと思います｡しかし,デンマー
クの実践は成功させつつ進めているという気がします｡
8.車の問題について
串の問題というのも大きいと思うのですが,日本では
なかなか串の利用を減らすという議論になりません｡車
の生産を減らすというようなことを言うと,日本の経済
をこれ以上不況にするのかといっておこられてしまいそ
うです｡しかし,ヨーロッパの都市では串の保有台数を
数年前から減らしている都市がいくつかあるのです｡日
本に比べて車に対する考え方,市民の考え方がかなり
変わってきているように思います｡日本ではあまり報
道されなかったんですが,今年の9月の第2日曜日でし
たか,ヨーロッパの1400くらいの都市で,1日串を使わ
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ないという取り組みが行われているのです｡これは都心
部分だけなのですが,パリにその当時いた人の話を聞く
と,ちょっと歩行者天国があったくらいだったよという
のですが,しかし,5年前の9月にも同じような取り組
みをヨーロッパの都市でやったことがあるのですが,そ
の時よりもずっと取り組む国や都市の数が増えておりま
す｡車というものをもう一度見直してみようということ,
あるいは車の利用を減らしていこうということを環境の
問題,資源の問題から人間が考え出したということは,
やはりすごいことだと思います｡車というのは確かに便
利で,今はもう車無しでは生活できないようになってい
ます｡例えば,日本人の男性は,18歳から免許が取れる
のですが,もう80%は免許を持っているのです｡女性も
免許を取れる年代になった人の運転免許を持っている率
は6割以上になってきていると思います｡日本で一番車
が普及しているのは群馬県と富山県なんです｡群馬県の
ある地域に行きますと,公共的な交通機関が何もないの
です｡バスもない｡もちろん電車もない｡そういうとこ
ろでは,どういう人が困るかというとまずお年寄り,千
供,要するに自分で運転できない人たちです｡子供は免
許持ってないし,年寄りはもう送り迎えしてもらわない
とだめで,だからそういう人たちは自分で移動できなく
なってしまう｡したがって,群馬県のそういう地域に行
きますと,人の串による移動で一番多いのは40代位のお
母さん方だそうです｡それは年寄りと子供の送り迎えで
車を走らせているからなのです｡そういうふうに,車な
しではどうしようもないという生活になってきている｡
しかし,世界中の人がこういう生活の仕方はできないだ
ろうと思います｡特に中国を見てください｡中国の人が
日本と同じような形で都市高速道路を作ったり,都市間
ハイウェーを作ったりしたらどんなことになるでしょう
か｡これはできないと思います｡地球がパンクするし,
そういうことにはならないだろうと思います｡ちょっと
前に戻りますと車の問題,車の限界を指摘したのは1960
年代のはじめに西山先生が最初で,雑誌に書いているの
です｡これはすぼらしい卓見だと思います｡
9.生活のあり方を変える可能性
次にお話したいのは,今私が生活のあり方を変えね
ばならないといったわけですが,それができるのかとい
うことです｡資料の中に朝日新聞がアンケートした調査
結果があります｡これを見ますと,暮らしや経済の面で
今の日本は世界の資源やエネルギーを大量に使いすぎて
いると思いますかという質問で,85%が使いすぎている
と思う,と答えている｡ 自然環境を守るために少しぐら
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い不便になっても良いと思いますかという問いに73%が
良いと思っている｡ 串が増えつづけるのは問題だと思い
ますかというのに対して,62%の人が問題だといってい
る｡ 32%の人はやむをえないといっていて,意見が2:
1くらいに分かれておりますけれども,問題だと感じて
いる人のほうが多い｡生活がもっと便利になったほうが
良いと思いますか,それとも今の程度で良いですかとい
う質問には,73%ぐらいの人が今程度でも良いと言って
いる｡ それから,生活を見直したほうがいいというのが
87%あります｡次のもう一つの資料を見てください｡こ
れは最近のものです｡今年の春に750人の主婦に対して
行われた調査ですけれども,向社会性研究所というとこ
ろが行っています｡世界中がエアコンを使うと環境が破
壊されると思いますかという質問に,思うと答えている｡
電気や資源をどんどん使う生活は止めなければダメです
か,という問いに,83%そう思うと答えている｡ このア
ンケートの結果を見てもやはり我々の国民の中には生活
のやり方をどうにかしないといけないという気持ちが広
がってきていると思うのです｡生活を変える取り組みの
可能性が出てきていると思うのです｡
ヨーロッパの国々でいろいろな形で取り組みが進んで
いるのはなぜか, ドイツの例を見てみますと,環境教育
◆今の日本は.暮らしや響牙の面で.世界の鷺雷やエネルギーを大量に覆い遇ざてい ると息いま
大量に使い過ぎている
そうは思わない
その他･答えない
⊂コ9%
⊂コ6%
◆あなたは貞集¶慎看守るためには.隻活が少しくらい不tになつてもよいと息いますか.そうは
不便でもよい
そうは思わない
その他･答えない
22%
□5＼
◆日本では雷が嶋え畿けていますが､車は生活の-龍なのだから､儀え義けるのはやむ‡糟な思いますか.
やむを得ない
間壇だ
その他･答えない
32%
◆それでは.あなたは､自分の身の回りの生活がもつと優制になったーまうが よ い と 思 い 賓 す か.千
もっと便利に 25㌔
いま程度でよい
その他･答えない 口2%
◆これからの世の中を考えると､日本人の生活は.そろそろ鼻粧した方がよいと思います か . そ う
見直した方がよい
そうは思わない ⊂コ 10%
その他･答えない ⊂]3%
図3 暮らしについてのアンケー ト (朝日新聞 1993.1.3)
(9)
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というのが大きな役割を果たしているといわれておりま
す｡生活を変える取り組みを本気でやっていくような条
件がないことはないと思うので,本気になって進めてい
かなければならないと思います｡国,政府や自治体やあ
るいはNPO,我々国民一人ひとりの取り組みが求めら
れると思うのです｡さて,生活様式をどのように変えて
いくかというときに,デンマークの取り組みもかなり注
意深くやっていると思うのですけれども,急激にはでき
ない｡やはり我々の生活のあり方というものが,今まで
の生活が続いていかないとどうしようもないというので
はなくて,少しづつ変えていくならば,できるというこ
と｡ 少しぐらい生活が不便になっても構わない,という
が,それがどの程度なのかということをすこしづつ見極
めながら,不便さを容認できる部分も我々の生活の中に
取り入れながらやっていく｡ そういう少しづつ少しづつ
生活の仕方を変えていって,我々の日常の生活を慣れさ
せていきながら変えていく｡ それはそれはどしんどいこ
とではないと思います｡だから,いっぺんに車を全部無
くしてしまうとか,そのようなことはやはり難しいこと
で,そうでない方法で進めていくべきだと思います｡デ
ンマークの取り組みは,エネルギーや資源をたくさん使
わないと豊かな生活にならないということは,どうやら
間違いではないのか,そういうことをよく教えてくれて
います｡我々の生活の豊かさというのは,資源やエネル
ギーを少なく使いながらも取得できるということをよく
理解して,生活のあり方を変えることができるというこ
とです｡生活の変え方,生活様式の話といいますと,生
活はみなさん日常的に送っていますので,どうしても
あなたはどう思いますか一一一750人の主婦の回答
○ △
1 世界中がエアコンを使うと環境が破壊されると思いますか 84.8 11.7
2 エアコンや全自動洗濯機はないと暮らせないと思いますか 67.7 17.4
3 電気や資源をどんどん使う生活は止めなければタメですカ 83.1
4 自分だけ節約しても何も変わらないと思いますか
5 ごみの分別をきちんとするのは市民の務めですか
6 ごみの分別を守らない人がいると腹が立ちますか
7 トイレットペーパーは再生紙を貫いますか
8 トイレットペーパーはパルプ100%を買いますか
9 トイレットバーバーは何よりも安いものを買いますか
10 アフガンの子供達を助けたいですか
11 アフガンの子供達のために100円の寄付をしますか
12 アフガンの子供達のために千円の寄付をしますか
13 地球温暖化は我々の生活には関係ないと思いますか
14 自分の車も地球温暖化の加害者だと思いますか
15 資源が不足なら先進国優先にしたらと思いますか
7.0
??????
? ?? ?? ?
? ? ??? ?
?? ? ? ? ?
????? ? ? ? ?
?
? ??? ? ? ?
? ? ? ? ? ?? ?ー ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?〜 ? ? ? ? ? ?? ? ?
※貫同紙原轟では回筈は5件法
当てはまる.少し当てはまるをO.当てはまらない.あまり当てはまらないをx､どちらでもないをAlこ再構成した｡
図 4 主婦へのアンケー ト
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話が具体的なその人の暮らしの局面にいろいろ触れるこ
とになるので,話しづらいことがあります｡串をやめな
いといけないというと,串を毎日運転している人はいや
な顔をするような話になってくるのです｡だから,生活
を変えるという話はちょっとしづらいところがあるので
す｡しかし車を利用している人もいっしょになって考え
てもらって,生活を変える方法を考えるというやり方が
ありえると思いますし,そういうふうに変わっていくだ
ろうと思います｡
10.生活科学研究科の卒業生として
最後に,皆さんがどういう専門家になってほしいか
ということを話します｡それぞれの分野を,みなさん方
はきちんとスペシャリストとして,食や福祉や居住の分
野で専門を修めていただくと同時に,やはり生活全体の
あり方というものをどういうふうに考えたらいいのかと
いうことに常に興味を持って,そういう本を時には読ん
でください｡大切なことを付け加えますが,生活様式を
変えるということは環境問題だけ考えれば良いわけでは
ありません｡環境問題だけではないのです｡変えなけれ
ばならないことは他にも,例えば,男女の仕事の分担の
問題だとか,もっといろいろ考えなければならない問題
があります｡子供の問題に関しましても,地域の生活の
あり方にしましても,いろいろ環境問題と直接かかわら
ないところで我々の生活のあり方を考えなければいけな
い問題がまだまだあるのです｡今日は環境問題について
お話しましたけれど,そう言うことにすこしづつ興味を
持って,話を聞き,常に考えていく専門家としてみなさ
ん方,生活科学研究科の卒業生になっていただきたいと
思っております｡
これで今日の話は終わります｡どうもありがとうござ
いました｡
ll.質問に答えて
(D一人ひとりの努力の大切さ
非常にたくさんの質問がきていますので,できる範囲
で答えていきたいと思います｡大変良い質問をたくさん
いただいていまして,もっと詳しい授業をしなければい
けないと思っています｡まずひとつは,だいじなことな
のですが,こういう質問があります｡ちょっと読ませて
いただきますと,｢生活様式を改変 しなければならない
という認識は誰しも持っていると思う｡ しかし,行動が
それに伴っていないという現状がやはり大きな問題だと
思う｡ 一人ひとりの小さな行動が地球環境を変えていけ
るというのは意識としては分かっていても自分ひとりぐ
(10)
らいは,という気持ちが勝ってしまう｡ それが現状だと
思う｡ そこで一人ひとりの少しの行動を起こしやすくす
るために,上からの政策や先導がやはり必要だと思うの
だがどうでしょうか｡｣という質問とか,同じように具
体的にどういうふうに行動に及ぶのだろうか｡そういう
質問が多かったのです｡
みなさん方に一つ大事なことをお話しておきたいと
思うのは,高学歴の人たちに発生 しがちな考え方の中
に,一人の力はたいしたことないのではないか,だから
自分がそういうことをしなくても世の中大して変わらな
いだろうと,そういう考え方があります｡この考え方の
裏返しはどういうことかというと,一人の力で大きく世
の中を変えられるというのがその裏返しだと思います｡
この表と裏の考え方は一体のように思われます｡これ
はやはり考え違いだと私は思います｡いいですか｡一人
で100人の代わりはできない｡例えば,そういうことが
できると思う人もいるのです｡三島由紀夫というひとを
知っていますか｡この人は自分ひとりの行動で世の中を
変え得ると考えました｡そして自衛隊の駐屯地に行って
日本を救うために隊員よ立ち上がれと言って,割腹自殺
して,反乱を煽動したのです｡自衛隊が反乱を起こして
日本が変わっていくと思ったんです｡だから,一人の力
で世の中が変えられると思っている｡ それは,言ってみ
れば凡人一人の行動など何の役にも立たない,何も変わ
らないのではないかという考えに相通じるのではないで
しょうか｡私は,一人の力というのはあくまでも一人の
力｡でも一人ひとりの小さな努力かもしれないけれど,
それを黙ってこつこつやることの積み上げの中で100の
力が出てくるのだと思うのです｡そういうことを日本
の若者は気づかなくてはいけないと思います｡またデ
ンマークの話になりますが,デンマークでは選挙の投票
率は毎回85%くらいに連すると聞きます｡自分ひとりが
行動してもしなくても世の中が変わらないというふうに
思っていない｡一人の力では世の中すぐには動かない｡
でも,その努力をしなければ変わらないと思っているわ
けです｡その努力は小さい努力かもしれないけれども,
それが積み重なって大きな力になるのだということをき
ちんとわかっているわけです｡そういう教育をデンマー
クの教育はしているわけです｡)今の日本の若者はそれを
分かっていない｡このことは重要なことだと思います｡
1は決して100ではありません｡しかし,100は1の一つ
ひとつの積み重ねからできているのです｡だから,自分
がやることはたいしたことではないからサボってもいい
だろう,というふうに考えない｡その一つは確かに小さ
な力だけれどもそれを積み重ねないと大きな力にならな
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いということをきちんと自覚して,自分のやるべきこと
をこつこつとやる｡ そういう思想が私は成熟社会の人間
の物事に対する考え方だと思います｡デンマークの小学
校,中学校での教育のすぐれていることは,政治への関
わりということが重要だと考えて,そのことに力を入れ
て教育していることです｡
デンマークはどうやって環境を変えていくことができ
たのですか,デンマークはなぜ出来るのですかという質
問がかなりあったのですが,一つは行政の取り組みが大
事です｡やはり国全体が例えば,車を減らしていていく
ようなことを,それぞれの人たちみんなの,串に乗って
いる人たちの日々の心がけだけに求めても進んでいかな
いのです｡やはり,国なり･自治体なりがそういう政策
をとっていく｡ それを市民が支えるという,そういう構
造を作っていかなければいけないわけです｡その他の環
境問題,エネルギー,C0 2を減らす問題でも同様です｡
やはりある程度上からの方針が出て,それを国民が支
えるという構造の中で広がっていくわけです｡デンマー
クの取り組みもやはりそういう形で行われているわけで
す｡何も国がしないわけではない ｡ やはり行政が計画を
立てている｡ 質問の中に冷暖房の問題だけでこれだけの
エネルギーの使用量が下がったのですかというのがあり
ましたが,そうではないのです｡車の利用のこと,家を
建てること,食品のこと,いろんなことの取り組みをす
こしづつ集めた結果です｡大きく進んだところ,そうで
ないところ,デコボコはあるけれども,それぞれの分野
で取り組みがあったということです｡比較的冷暖房のこ
とが効果をあげたということはあります｡
②住宅の寿命の短さについて
それから別の質問で,日本の住宅寿命が30年のいうの
は非常に驚いた,なぜこういうことになるのかという質
問が二つ三つ有ります｡これにお答えしたいと思います｡
いくつかの要因と考えられていることがあります｡一
つは戦後,住宅を建てることを第-とするハウジングの
システムが作られて,それが長く続いてきた事がありま
す｡わが国は第二次世界大戦によって住宅を大量に失い
ました｡したがって,戦後とにかく多くの住宅を建設す
ることが第一の目標で総力を挙げて住宅の新建設,住宅
供給に遇進しました｡その目標に合わせて,行政の住宅
政策も建築業界のシステムも技術も整備されていきまし
た｡戦前と違った住宅の作り方が戦後作られていきます
が,例えば鉄筋コンクリートのアパート (集合住宅)団
地などその典型ですが,それらは住宅新建設のシステム
として整えられていきます｡政策の中でいえば,例えば
(ll)
-27-
住宅建設計画法という法律がある｡ この法律によって住
宅建設5カ年計画が作られ,5カ年間でいくつ建てるか
を計画し,それを追及している｡ 要するに建てる事を目
標にして,それを求めていく法律で,これは今もずっと
続いています｡しかし建てることだけではなく建てたも
のをずっと長持ちさせて使うということも大事なことで
す｡だけど,日本の戦後のハウジングシステムというの
は,なんと言っても新しく建てることに合わせる形で作
りあげられたわけです｡それがずっと続いてきているの
です｡ハウジングの分野では,最近ストックハウジング
へということが強調されてきています｡フローとストッ
クといっていますが,フローというのは新しい建設,新
しい供給です｡ストックというのは今使っている住宅の
ことです｡今あるものを長く使っていく,そういうストッ
クハウジングのシステムを現在つくりあげていかなけれ
ばいけないというふうに反省の気運が出てきています｡
どうして日本の住宅が長持ちしなかったかというのはそ
ういう戦後の日本の住宅をめぐる政策なり,企業のシス
テムなり,技術なり,あるいは学校の教育なども含めて,
全体として住宅にかかわることが新しく建てる事を中心
に進めてきたという中であったということが第一です｡
それから三つ目に,先ほどに言いましたが,大量生産･
大量消費という日本人の生活様式が戦後高度経済成長の
ときに作り上げられました｡それが住宅にも及んだとい
う面があると思います｡スクラップ ･アンド･ビル ドと
いわれている,壊 しては建て,壊しては建てるという,
そういう体質が続いたということです｡それと長持ちを
させるような住宅を建ててこなかったということもあり
ます｡古い農家や町屋などそういう民家を見ますと,太
い柱,太い梁を使って,スケル トン部分,要するに骨格
部分を長持ちするように作って,大事に使っていってい
るわけですけれども,そのような形で作ってこなかった
面もあるように思います｡外国の学者が日本の住宅が短
い寿命なのは,木造を主体としてきたからではないかと
いうことを指摘していますけれども,私は必ずしもそれ
だけではないと思います｡確かに木造ということで,ヨー
ロッパのように石やレンガ,そういうもので何百年も持
つようなものと違うという材料の問題もあると思います
が,しかし,日本の木造というのも長くもつ技術を作っ
てきております｡住宅ではないけれども,木造建築で最
古のものといえば法隆寺です｡日本の住宅の寿命が短い
理由のなかには,その他にも日本は地価が高く,それが
原因で上物 (すなわち住宅)が早く壊されるということ
もあるのです｡この点は住宅関係の本を読んで勉強して
もらわないといけないと思います｡この程度にしておき
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③環境教育について
次に環境問題に関する教育というのが先進国ではどの
ような取り組みがされているかという質問があります｡
環境問題というのは, ドイツにしましても,ヨーロッパ
の国々では小学校のときから,いやそれ以前から行われ
ています｡日本でも少しづつそういうことが行われてき
て,以前に比べれば環境に対しての教育は進んできてい
るように思います｡その結果として,先ほどのアンケー
トの結果にもありますように,環境を考えて生活を改め
ようという意見を支持するものがあるわけです｡私はそ
ういうものをベースとして,やはり行政が具体的な政策
をそういう人たちに受け入れられる形で出していくとい
うことが大切で,日本ではまだそれが弱いと思うのです｡
④意識調査について
それから,こういう質問がある｡ 日常生活を送ってい
て世論調査というのをよくとりますが,調査の結果を分
析する中で,回答者の本音と建て前をどのように分析判
断すればよろしいのですかという質問です｡これは,調
査分析,調査法の大事なことですけれども,アンケート
の項目を作る時に,建て前が出やすい質問があります｡
建て前を本音と考え,そのように人が行動すると判断す
ると間違います｡しかし,建て前としての回答が全く意
味を持たないということはないので,その本音と建て前
の差をどう捕らえ,どのように埋めていくのかといった
視点を持ちながら,その結果を読み取り,活用すること
が必要でしょう｡一番その人の意識の変わらない部分と
いいますか,本音に近い部分をとろうとすると,その人
の行動を捕らえることです｡行動というのは,一番態度
(意識)が表面に出たものなのです｡その人の行動の傾
向をとらえることがその人の態度 (意識)の一番近いと
ころをとらえていることになります｡調査項目を作ると
きにその項目の作り方によっては建て前が強く出てくる
ことがあります｡そのところを注意して作るようにして
ください｡
(彰環境問題と研究テーマ
次は,先生はお話の中で各専門分野から生活全体のあ
り方や結びつきを考えるのが生活科学であるとおっしゃ
いましたが,先生の分野からで結構なのですが具体的な
例を挙げてもらえますかという質問です｡
例えば,環境問題との関連で言いますと,今,住宅
を長持ちさせなければいけない｡短命だ｡それを長持
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ちさせるためにはではどういう課題があるかというの
が私の研究テーマの一つです｡中古住宅の研究という
のをやっております｡中古住宅の研究というのはどう
いうことかといいますと,中古住宅というのは人が持っ
ていた住宅をもう一度買って使うというものです｡こ
れは日本は大変少ないのです｡アメリカなどの10分の
1ぐらいで,日本は持ち家の9割ぐらいは新築購入な
のです｡それも一戸建てとマンションで違いがありま
す｡鉄筋のマンションだと25%くらい中古購入です｡
だからマンションは比較的中古で流通しやすい条件が
ある｡ それから,地域によっても違いがあります｡東
の方,岩手県とか青森県とかでは4%くらいで5%を
割ります｡だから95%以上が新築なのです｡ところが
西の方へ行くと中古率は高くなります｡大阪,京都と
いうのは高い｡平均して持ち家の20数%が中古です｡
何故そうなるのかは今研究しています｡
⑥脱クルマについて
それから,次の質問に,脱クルマということを考える
とすれば,公共交通の充実や徒歩圏内の施設の充実など
が必要になってくると思うのですがこれからの街づくり
をどのようにすれば良いのでしょうか,という質問があ
ります｡その通り,公共交通とか大量交通機関を充実さ
せないといけないのです｡それから,ヨーロッパなどで
は路面電車と共に自転車を普及させています｡自転車と
いうのは未来の交通機関だと思います｡体にもいいし,
クリーンエネルギーだし,それから事故を起こしてもそ
れほど大きくないです｡自動車というのは人を殺してし
まうではないですか｡あれは大変なことです｡だから私
は串を持たない｡人の命を奪うかもしれない道具に自分
が便利だからといって乗るかなと私は思います｡
⑦その他
次の質問は,目的学ということですが実際にそれに
合わない研究が学部内にあると思いますがどうしたら
いいでしょうか,というものです｡これは指摘するし
かしょうがないのではないでしょうか｡そして議論す
ることです｡
次は私たち市大生はまず何を一番最初にすればいいん
でしょうか,というものです｡環境のことで肩張って明
日から何かしようかというのは大変ですが,やはり毎日
の生活の中を見直してみるということが一つでしょう｡
それとみなさんは専門家として社会に貢献していくわけ
ですから,そこの分野で自分の役割を考えるということ
と,そのために自分を磨いていくということではないで
しょうか｡君たちは自分の専門分野と生活のあり方とい
梶浦:生活科学が目指すもの
うことをもう一度考えてみて,専門分野で生活のあり方
につながりのある勉強をいろいろと心掛けていくという
ことだと思います｡
(本稿は,本学生活科学論ゼミナールの講演内容を収録
したものである)
(注)山森芳郎 ｢第三科学分野としての生活科学論｣,共
立女子短期大学生活科学科発行『生活科学論の系譜』
2000年10月,を参考
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